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インドの観光に関する
できるだけ新しいデータ

 A. 年間でインドを訪れた日本人と韓国人の観光客数

 B. 年間でタージマハルを訪問した外国人観光客数
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おすすめフロー Plan Aを参考に



回答

 A. 年間でインドを訪れた日本人と韓国人の観光客数
 日本人 236,236人(2018)

 韓国人 150,536人(2018)

 出典：India Tourism Statistics 2019

 B. 年間でタージマハルを訪問した外国人観光客数
 878,777人（FY2018 -2019）

 出典：India Tourism Statistics 2019
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インドの観光に関する
できるだけ新しいデータ



国際機関では？
国連世界観光機関(UNWTO)

https://www.e-unwto.org/

詳細を見ようとすると
有料データ
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https://www.e-unwto.org/


Statistical Year book 2018
>Chapter 26 Tourism
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①Statistical Yearbookの目次で関連しそ
うな項目を探す



2016より新しいデータは？
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Source : Ministry of Tourism



Ministry of Tourism
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https://tourism.gov.in/

②出典の省庁名・統計調査名等を確認し、ウェブ検索

③省庁内で迷子になったらメニューからStatistics,
Publications, Data, Resourcesなどの項目を探す

https://tourism.gov.in/


Ministry of Tourism > Market Research And 
Statistics > Publications

http://tourism.gov.in/market-research-and-statistics

2020の方が新しいが
at a Glanceでは今回の課題
の細かいデータはとれない
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http://tourism.gov.in/market-research-and-statistics


A. 2018年のデータあり
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A. 2018年
日本人：236236人
韓国人：150536人

TABLE 2.1.4 NATIONALITY-WISE 
FOREIGN TOURIST ARRIVALS IN INDIA, 
2016-2018

India Tourism 
Statistics 2019
P.13

PDF内
キーワード検索可

④該当出版物・統計調査結果報告書か
ら必要な項目を探す



B. 2018-19年度のデータ有
（会計年度は日本と同じ4-3月）

Open Government Data
でも

ヒットするが
そちらはFY2017-18
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B.
2018-19年度

878777人

India Tourism 
Statistics 2019
P.107

④該当出版物・統計調査結果報告書か
ら必要な項目を探す



Data.gov.in
インドオープンデータのポータル
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India Tourism Statistics 2019

と同じタイトルの表があるが、
年度がやや古い。

Open DataはCSVやExcelなど

のデータ形式に加工されて
いる

参考までに
結果を確認



番外編
日本側のデータ

日本⇒インドはあるが
韓国⇒インドは？

https://statistics.jnto.go.jp/graph/#category--14
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A. 2018年
日本人：236236人

https://statistics.jnto.go.jp/graph/#category--14


番外編
韓国側のデータ（原文はハングル）

ハングルで
“インド”

Googleのページ翻訳

（テキストは翻訳され
たが、キーワード選
択欄はハングル）

https://kto.visitkorea.or.kr/kor/ktom/stat/stat.kto 13

A. 2018年
韓国人：150536人

https://kto.visitkorea.or.kr/kor/ktom/stat/stat.kto


統計データのアクセス方法例まとめ

• まずは統計年鑑（Statistical year book）を見る

• センサス（Census)は全数調査で網羅的だが実施スパンが長い（10~5年）

• 人口だけでなく産業や農業などの主題別センサス

• 国より細かい行政区分レベルについては出典を参照（省庁や州別の資料）

基本的データ

総合統計年鑑と

センサス

• 単純なキーワード検索で上位に出ない場合は関連しそうな機関名・省庁名で
検索して、その中から”Data” “Statistics” ”Publications” “Resources”などメ
ニューをたどって探してみる

• ポータルからヒントを得る

分野別の統計

所管する省庁や関連する
国際機関は？

• 国際機関が便利・・・さまざまな報告書や統計を発表

• 主題や地域によってさまざまな機関がある

• （例）主題：健康・保健 ⇒ ＷＨＯ（世界保健機関）

• （例）地域：アジア ⇒ ADB（アジア開発銀行）、南アジア⇒ SAARC

複数国のデータがまとめて
みたい場合

（横断的に比較）
14

利用する際には
データの定義も確認
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